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第 1 章 複素数平面 
《学習項目》 
・複素数の定義，加減乗除 

・複素数の絶対値，共役複素数 

・絶対値，共役複素数の性質 

  ,α
αα

⋅ β α β= =
β β

 

  , ,α+ = α + β α−β = α − ββ ,
 α α α =⋅ β ⋅
β

α β =  β 
 

  （注） α+β = α + β は一般には成り立たない。 

・複素数とベクトルの関係 （座標⇔位置ベクトルの成分⇔複素数），（内分・外分・中点・重心） 

・極形式 

・複素数と積，商，ｎ乗 

・ド・モアブルの定理 

・複素数平面における円 

 

 

・共役解の定理 

・「複素単項式型ｎ次方程式」 

・複素数平面における，回転＆拡大・縮小 
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A 問題 
 

③A-1-1 

 
 

 

 

③A-1-2 

 
 

 

 

③A-1-3 

 
 

 

 

③A-1-4 
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③A-1-5 

 
 

 

 

③A-1-6 

 
 

 

 

③A-1-7 

 
 

 

 

③A-1-8 
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③A-1-9 
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B 問題 
 
③B-1-1 

 
 

 

 

③B-1-2 

 
 

 

 

③B-1-3 

 
 

 

 

③B-1-4 

 
 

 

 

③B-1-5 
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③B-1-6 

 
 

 

 

 

③B-1-7 

 
 

 

 

 

③B-1-8 

 
 

 

 

 

③B-1-9 

 
 

 

 

 

③B-1-10 
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C 問題 
 
③C-1-1 

 
 

 

 

 

 

 

③C-1-2 

 
 

 

 

 

 

 

③C-1-3 
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③C-1-4 

 
 

 

 

 

 

 

③C-1-5 

 
 

 

 

 

 

 

③C-1-6 
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第 2章 二次曲線 
《学習項目》 
・放物線の公式、楕円の公式、双曲線の公式 

・二次曲線の接線公式 

 

・楕円のパラメータ表示 

・楕円・円変換 

 

A 問題 
 
③A-2-1 

   
 

 

 

③A-2-2 

 
 

 

 

③A-2-3 

 
 

 

 

③A-2-4 
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B 問題 
 
③B-2-1 

 

 
 
   
 
③B-2-2 

 
    

 

 

③B-2-3 

 
 

 

 

③B-2-4 

 
 

 

 

③B-2-5 
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③B-2-6 

 

   

 

 

③B-2-7 

 
   

 

 

③B-2-8 

 
 

 

 

③B-2-9 

 
 

 

 

 

  



談話室マロニエ すうがく♪ちゃちゃちゃ！③第 2章 14 

③B-2-10 

 
 

 

 

③B-2-11 

 
 

 

 

③B-2-12 
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C 問題 
 
③C-2-1 

 
 

 

 

 

③C-2-2 

 
 

 

 

 

③C-2-3 
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③C-2-4 

 
 

 

 

 

③C-2-5 

 
 

 

 

 

 

 

③C-2-6 
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第 3章 極座標 
《学習項目》 
・放物線の公式、楕円の公式、双曲線の公式 

・二次曲線の接線公式 

・楕円のパラメータ表示 

・楕円・円変換 

 

A 問題 
 
③A-3-1 

 
 

 

 

 

③A-3-2 

 
 

 

 

 

③A-3-3 
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B 問題 
 
③B-3-1 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③B-3-2 
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C 問題 
 
③C-3-1 

 
 

 

 

 

 

③C-3-2 

 
 

 

 

 

 

③C-3-3 
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〜〜〜MEMO〜〜〜 
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第 4 章 数学Ⅲの関数 
《学習項目》 
・有理関数（分数型関数），無理関数 

・逆関数，合成関数 

・グラフの平行移動と対称移動 

・三角関数のグラフの周期 

 

 

A 問題 
 

③4-A-1 

   
     

 

 

③4-A-2 

 
 

 

 

③4-A-3 

  グラフを利用して，不等式 x 2 x+ > を解け。 

     

 

 

 

③4-A-4 
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B 問題 
 

③4-B-1 

 
     

 

 

 

 

③4-B-2 

 
   
     
 
 

 

 

③4-B-3 

 
   

 

 

    

③4-B-4 

 
   

   

 

 

③4-B-5 

 
   

 

 

 

   



 

YAWARAKA！数学 ふつうのテキスト③第 4 章 23 

③4-B-6 

 
   

 

 

   

③4-B-7 

                  
 

   

 

 

 

③4-B-8 

関数 







 のグラフは，




のグラフを軸方向に

ア

だけ

平行移動し，軸をもとにして軸方向に
イ

倍に拡大したものである。

また，この関数の周期は
ウ

である。

 
 

 

 

 

③4-B-9 

平面において，関数  のグラフは，関数  のグラフを，軸の正の方向

に だけ平行移動したものである．

 

 

  



 

YAWARAKA！数学 ふつうのテキスト③第 4 章 24 

C 問題 
 

③4-C-1 

関数      について，次の問いに答えよ。

 逆関数    を求めよ。

 不等式      を満たすの値の範囲を求めよ。
 

   

   

 

 

③4-C-1 

 
   

     

 

 

③4-C-2 

 
   

 

 

     

③4-C-3 
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③4-C-4 
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〜〜〜MEMO〜〜〜 
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第 5 章 数学Ⅲの極限 
《学習項目》 

・
0

0
不定形 ⇒ 約分して代入，公式，微分の定義 

・
∞

∞
不定形 ⇒ 次数の比較，指数の底の比較 （無限大のオーダー） 

・ , 0∞ −∞ ∞× 不定形 ⇒ 別の形に持ち込む 

・( )1 0
∞

+ 不定形 ⇒ eの定義に持ち込む 

 

・無限級数＝第 n 部分和の極限 特に，無限等比級数なら公式利用 

 

 

A 問題 
 
③5-A-1 

 
   

    

 

③5-A-2 

 
   

 

    

③5-A-3 
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③5-A-4 

 

 

 
   

    

 

 

③5-A-5 

 
   

 

 

     

③5-A-6 

 次の極限値を求めよ。 

 （1） 
tan

lim
sinx 0

5x

3x→
   （2）

cos
lim

0
2

x

1 ax

x→

−
 

 （3） 
sin

lim
cos

2

x 0

3x

1 x→ −
 

 

 

 

③5-A-7 
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③5-A-8 

 
   

     

 

 

③5-A-9 
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B 問題 
 
③5-B-1 

 
 
 
   
      
③5-B-2 

 
   
 
 
     
③5-B-3 

 
   

   

 

 

③5-B-4 

 
   

   

    

 

③5-B-5 
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③5-B-6 

 
   

   

 

 

③5-B-7 

 
   

   

    

 

③5-B-8 
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C 問題 
 
③5-C-1 

 
   

   

    

 

 

③5-C-2 

 
   

 

 

      

③5-C-3 

 
   

 

 

     

③5-C-4 
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③5-C-5 

 
   

 

 

   

③5-C-6 
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〜〜〜MEMO〜〜〜 
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第 6 章 数学Ⅲの極限の応用★ 
《学習項目》 
・極限と数列の融合（計算問題として） 

 

 

A 問題 ★ 数列の復習としても使える 
 

③6-A-1 

 
   

 

 

③6-A-2 

 
   

 

      

③6-A-3 
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B 問題 
 
③6-B-1 

 
   
    
 
  
③6-B-2 

 
   

 

 

③6-B-3 

 
     

 

 

③6-B-4 
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③6-B-5 

 
     

 

 

 

③6-B-6 

 
   

   

   

 

③6-B-7 
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C 問題 
 
③6-C-1 

 
   

    

 

 

③6-C-2 

 
   

 

 

 

③6-C-3 
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③6-C-4 

 
    

 

 

 

 

③6-C-5 
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〜〜〜MEMO〜〜〜 
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補章 数学Ⅲの極限の応用（２）★ 
《学習項目》 
・極限の応用の中で，単なる数列の応用というわけでもないものが中心。雑多。 

 

B 問題 
 
③6-B-8 

 
 
 
③6-B-9 

 
 

 

③6-B-10 
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C 問題 
 
③6-C-6 

 
 

 

 

③6-C-7 

 
 

 

 

③6-C-8 

 
 

 

 

 

③6-C-9 
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第 7章 数学Ⅲの微分 
《学習項目》 
・微分の定義 

・微分公式  基本関数の微分公式（7種），積の微分公式，商の微分公式，合成関数の微分公式，逆関数微分公式，パラ

メータ関数の微分公式，対数微分法 

・
dy

dx
は，1回微分までなら分数扱いできる。 ２回微分では分数扱いできない。 

 

 

 

 

 

 

 

A 問題 
 
③7-A-1 

 次の関数を微分せよ。 

(1) 
3

1
y

x x
=      (2) cos3y x x=     (3) log2x x       

(4) ( ) xy x 2 e= −    (5)  sinxy 2 x=      (6) 

xe
y

x
=  

(7) 
cos

sin

x
y

1 x
=

+
    (8) ( )siny 3x 2= +   (9) cos3y x=  

 

 

 

 

 

 

③7-A-2 

(1) 曲線 logy x= 上の点( ),2e 2 における接線の方程式を求めよ。 

(2) 曲線
xy e= 上の点 A( ),0 1 における接線および法線の方程式を求めよ。 

(3) 曲線 y x 3= + 上の点( ),1 2 における接線と法線の方程式を求めよ。 

(4) 曲線
2y 1 x= − 上の点 ,

1 3

2 2

     
における法線の方程式を求めよ。 
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③7-A-3 

 

 
 

 

 

 

③7-A-4 

 
 

 

 

 

 

③7-A-5 

 
 

 

 

 

 

③7-A-6 
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B 問題 
 
③7-B-1 

 
 
 
 
③7-B-2 

 
 
 
 
③7-B-3 

 
 

 

 

③7-B-4 

 次の曲線上の点 における接線の方程式を求めよ。  

  ，           ，   

 
 
 
③7-B-5 

 
    
 
 
 
 
 
③7-B-6 
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③7-B-7 

つの曲線 ，  に共通な接線の方程式を求めよ。  
 
 
 
 
 
③7-B-8 

 
 
 
 
 
③7-B-9 

 
 
 
 
 
③7-B-10 

 
 

 

 

 

③7-B-11 
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C 問題 
 
③7-C-1 

 次の，微分法の基本公式を証明せよ。 

  

 (4) n 整数のとき， ( ){ } ( ){ } ( )
n 1

f x n f x f x
−′ 

 ⋅ ′=  

 

 

 

 

③7-C-2 

 
  

 

 

 

③7-C-3 
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③7-C-4 

 
  

 

 

 

 

 

③7-C-5 
  の関数 が，  を媒介変数として， ，  と表されるとき，  

，および  を  の関数として表せ。  

 

 

 

 

 

③7-C-6 

 次の関数 について，  で連続であるが，微分可能でないことを示せ。  

          ，   
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微分計算 
③7-K-1 

 
 

 

 

 

③7-K-2 

 
 

 

 

 

③7-K-3 

 

 (7) ( )log 2y x x a= + +   

 

 

 

 

③7-K-4 
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③7-K-5 

 
 

 

 

 

 

 

 

補充問題 
③7-K-6 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③7-K-7 
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第 8 章 数学Ⅲのグラフ 
《学習項目》 
・基本的な関数のグラフ 

・増減，極値 

・凹凸・変曲点 

・グラフの対称性（偶関数・奇関数） 

・関数の周期性 

・漸近線 （タテ・ヨコ・ナナメ） 

・パラメータ関数のグラフ 

・グラフ予想図 

   二乗⇒負でも正になる。交点が接点になる。 

   和のグラフ⇒一方に他方を乗せる・ケズる。 

   積のグラフ⇒ゼロ点，軸との上下，端点に着目 

 

 

 

 

 

 

 

A 問題 
 
③8-A-1 

 次の関数のグラフをかけ。ただし，曲線の凹凸は調べなくてよい。 

  ( )siny x 2 x 0 x 2≤ π= + ≤   

 

 

 

 

③8-A-2 

 次の関数のグラフをかけ。ただし，曲線の凹凸は調べなくてよい。 

  ( ) ( )   sin sinf x 2 x 2 xx= − −π ≤ ≤π  
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B 問題 
 
③8-B-1 

 次の関数のグラフをかけ。ただし，曲線の凹凸は調べなくてよい。 

 2

x
y

x x 1
=

− +
 

 
 
 
 
 
③8-B-2 

 
 
 
 
 
 
 
③8-B-3 

 

 
 

 

 

 

 

③8-B-4 

 

 
 

 

 

 

 

③8-B-5 

 関数 ( ) 2f x x 1 x= + − の最大値，最小値を求めよ。また，そのグラフをかけ。 
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③8-B-6 

 次の関数の増減麻，凹凸を調べ，そのグラフをかけ。 

 ( )2 2y x x 3= +  

 Hint y x x 3=± + と変形 

 

 

 

 

 

 

③8-B-7 

 次の関数の最大値最小値を求めよ。 

 ( ) 2f x x 2x x= −  

 
 
 
 
 
 
③8-B-8 

  
 
 
 
 
 
 
 
③8-B-9 

平面上に ，   と媒介変数表示された曲線 の概形をかけ。  
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C 問題 
 
③8-C-1 

 
 

 

 

 

 

③8-C-2 

 次の曲線の概形を図示せよ。 

  
 

 

 

 

 

③8-C-3 

  

 

 

 

 

 

③8-C-4 
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③8-C-5 

 関数

3

2

x
y

x 1
=

−
の増減，凹凸を調べ，グラフをかけ。 

 

 

 

 

 

 

③8-C-6 

次の関数のグラフをかけ。  

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③8-C-7 

 原点 を中心とし，半径 の円を とする。  

半径 の円 は最初に中心 が にあり，円  

に外接しながら滑ることなく反時計まわりに転がるもの  

とする。点 は円 の円周上に固定されていて，最初  

は にある。  
つの円の接点を としたとき，線分が 軸とな  
す角を  とする。  
点 の座標 を，を用いて表せ。  
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〜〜〜MEMO〜〜〜 
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第 9 章 数学Ⅲの微分の応用 
《学習項目》 
・極値から係数決定，極値をもつかどうかの判定 

・共通接線（2 種），接線本数  

 

グラフの応用 

・関数の最大・最小 ⇒ グラフの y 座標を比べる 

・方程式の解 ⇒ グラフの共有点の x 座標に対応させる 

・不等式（大小関係） ⇒ グラフの上下関係に対応させる 

 

 

 

 

A 問題 
 
③9-A-1 

 
 

 

 

 

 

③9-A-2 

 
 

 

 

 

 

③9-A-3 
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B 問題 
 
③9-B-1 

 
 
 
 
 
 
 
③9-B-2 

 

 

 

 

 

③9-B-3 

 方程式 cos2x x 2+ = は， 0 x
2

π
< < の範囲に，ただ 1 つの実数解をもつことを証明せよ。ただし，用いた定理

の名称と，その定理が使えるための条件を明示すること。 

 

 

 

 

 

③9-B-4 
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③9-B-5 

 
 

 

 

 

 

③9-B-6 

 関数 ( )
log x

f x
x

= の最大値を求めよ。また， 3π
と

3π の大小関係を調べよ。 

 
 

 

 

 

 

③9-B-7 

 
 

 

 

 

 

 

 

③9-B-8 
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C 問題 
 
③9-C-1 

 
 

 

 

 

③9-C-2 

 
 

 

 

 

 

 

③9-C-3 

 
 

 

 

 

③9-C-4 
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③9-C-5 

 
    

 

 

 

 

③9-C-6 

 
 

 

 

 

 

 

③9-C-7 

 
 

 

 

 

 

 

③9-C-8 
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補充問題（ただの練習用） 
③9-C-9 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③9-C-10 
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第 10 章 数学Ⅲの積分計算 
《学習項目》 
・積分 ： 微分の逆演算 

・積分の性質（得意なことと不得意なこと） 

 和・差・実数倍はバラせる。 ( ) ( ){ } ( ) ( )kf x l dx k f x dx l g x dg x x+ = +∫ ∫ ∫  

 積・商・合成関数（とくに●乗）の積分公式は存在しない 

・合成関数でも中身が一次式なら積分できる 

・できるだけ和に直す，できるだけ次数下げ 

・
f

f

′
∫ ，

nf f⋅ ′∫ 型（合成関数の微分後の形） 

・部分積分 f g fg fg= −′ ′∫ ∫  

 ① x×●  ② log x×●  ③ sin cose e× ×▲ ▲■, ■  

・置換積分 

 ① sin x奇
 ⇒ cost x=  cos x奇

 ⇒ sint x=   

 ②
2 2r x−  ⇒ sinx r= θ ， 2 2

1

x a+
 ⇒ tanx a= θ  

 

A 問題 
  

③10-A-1 

 次の不定積分を求めよ。 

 (1) ( )x x3e 2 dx−∫   (2) 
7x 1

7 x dx
x

  + −   ∫   (3) 
3 24 x x

dx
x

−
∫   

 (4) ( )sin cos2 x 3 x dx−∫      (5) ( )tan cosx 2 x dx−∫  

 

 

 

 

 

③10-A-2 

 次の不定積分を求めよ。 

 (1) ( )
5

3x 4 dx−∫    (2) ( )
3

1 2x dx−∫  

 (3) 
dx

3x 2−∫     (4) 
2x 3e dx− +∫  

 (5) cos3 3x dx∫    (6) sin 2x dx
4

 π  +   ∫  
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③10-A-3 

 次の不定積分，定積分の値を求めよ。 

 (1) cos2 x dx∫    (2) sin4 x dx∫  

 (3) sin cos cosx x 2x dx∫   (4) tan
4

0

2 d
π

θ θ∫  

 

 

 

③10-A-4 

 

 
 

 

 

③10-A-5 

 

  
 

 

 

③10-A-6 

 

 

  
 

 

 

③10-A-7 
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③10-A-8 

 
 

 

 

 

③10-A-9 

 

 
 

 

 

③10-A-10 

 

  
 

 

 

③10-A-11 

次の定積分の値を求めよ。 

  
 

 

 

③10-A-12 

次の定積分の値を求めよ。 

   
 

 

 

③10-A-13 
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B 問題 
 

③10-B-1 

 
 

 

 

③10-B-2 

 

          

 

 

 

③10-B-3 

 

 

 

 

 

③10-B-4 

 

  (2)  

 

 

 

③10-B-5 

 ，  は自然数とする。定積分 を求めよ。  
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③10-B-6 

 

   

 

 

 

③10-B-7 

 

 

 

 

③10-B-8 

 

 

 

 

 

 

③10-B-9 

定積分 を求めよ。  

 

 

 

③10-B-10 
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③10-B-11 

 

 

 

 

 

③10-B-12 

 

 

 

 

 

③10-B-13 

 

 

 

 

 

 

 

 

③10-B-14 
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C 問題 
 
③10-C-1 

 
 

 

 

 

③10-C-2 

 
 

 

 

 

③10-C-3 

 

 
 

 

 

 

③10-C-4 
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③10-C-5 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

③10-C-6 
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第 11章 数学Ⅲの積分の応用（１） 
《学習項目》 
・面積 

・回転体体積公式 

・絶対値関数の積分 

・非回転体体積公式 

・文字設定と面積 

・回転軸をまたぐ部分の回転体 

・円筒分割（バウムクーヘン分割） 

・パップス・ギュルダンの定理 

・不等式で表された立体の体積 

・斜回転体体積公式 

 

A 問題 
 

③11-A-1 

 

 

 

 

 

③11-A-2 
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③11-A-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③11-A-4 
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B 問題 
 

③11-B-1 

 曲線 2y x 2x= − と直線 y x= によって囲まれた部分を， x 軸の周りに一回転させてできる立体の体

積を求めよ。 

 

 

 

③11-B-2 

 

 

 

 

③11-B-3 

 

 

 

 

③11-B-4 

 

 

 

 

③11-B-5 

 曲線 sin , cosx t y t t
2

t 0
π

≤
 = =  

≤ 
と x 軸で囲まれた部分の面積を求めよ。 

  

 

 

③11-B-6 

 半径 の半球形の容器に水が満たされている。この容器を静かに   だけ傾けると，ど  
れだけの水が「残る」かを求めよ。 
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③11-B-7 

(1) 媒介変数 t を用いて表された曲線 ( ) ( )sin . cosx a t t y a 1 t= − = − の 0 t 2≤ ≤ π の部分と x 軸

で囲まれた部分の面積を求めよ。ただし， a 0> とする。 

(2)  

 

 

 

 

 

③11-B-8（練習用） 
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C 問題 
 

③11-C-1 

 

 

 

 

 

③11-C-2 

 

 

 

 

③11-C-3 

 

 

 

 

③11-C-4 

 

 

 

 

③11-C-5 
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③11-C-6 

 

 

 

 

③11-C-7 

 

 

 

 

③11-C-8 

 

 

 

 

③11-C-9 

 

 

 

 

③11-C-10 
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練習用問題 
 

③11-C-11 

 

 

 

 

 

③11-C-12 

 

 

 

 

 

③11-C-13 

 

 

 

 

 

③11-C-14 

 

 

 

 

 

③11-C-15 
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③11-C-16 

 

 

 

 

 

 

③11-C-17 

 次の定積分を計算せよ。ただし， は自然数，  は実数の定数とする。  
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第 12 章 数学Ⅲの積分の応用（２） 
《学習項目》 
・積分方程式（2種） 

・区分求積法 

・弧⻑ 

 

A 問題 
 

③12-A-1 

 

 

 

③12-A-2 

  

 

 

③12-A-3 

 

 (5) 
( )

( )

sin

cos

x a

y a 1

 = θ − θ
 = − θ

 ( )0 2≤θ ≤ π  ただし a は正の定数とする。 

 

 

 

③12-A-4 

 

 (5) ( ) ( )
x x
a a x

a
y e a

2
ae − − ≤+ ≤=  ただし a は正の定数とする。 
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B 問題 
 

③12-B-1 

 

 

 

 

③12-B-2 

 

 

 

 

③12-B-3 

 

 

 

 

③12-B-4 

 

 

 

 

③12-B-5 
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③12-B-6 

 

 

 

 

 

 

 

③12-B-7 

 次の極限値を求めよ。     

 

 

 

 

 

 

③12-B-8 
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C 問題 
 

③12-C-1 

 

 

 

 

③12-C-2 

 

 

 

 

③12-C-3 

次の極限値を求めよ。 

 
C

C
lim

1

n
3n n

n
2 n n

→∞

     
 

 

 

 

 

③12-C-4 
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補充問題 
 

③12-C-5 

 

 

 

 

③12-C-6 

 

 

 

 

③12-C-7 

 

 

 

 

③12-C-8 
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〜〜〜MEMO〜〜〜 
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第 13章 物理問題 
《学習項目》 
・位置，速度，加速度，速さ 

・時刻 t で微分 

・近似計算 

 

A 問題 
 

③13-A-1 

 

 

 

 

 

③13-A-2 

 

 

 

 

 

③13-A-3 
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③13-A-4 

 ( )
p

1 x+ の１次近似式を用いて，次の近似値を小数第３位まで求めよ。 

(1) 
.

1

0 999
 (2)

.

1

4 08
 

 

 

 

 

 

 

③13-A-5 
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B 問題 
 

③13-B-1 

 

 

 

 

 

③13-B-2 

 

 

 

 

 

③13-B-3 

 
 

 

 

 

③13-B-4 
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C 問題 
 

③13-C-1 

 

 

 

 

 

 

 

③13-C-2 

 

 

 

 

 

 

 

③13-C-3 
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第 14章 積分と不等式 
《学習項目》 
・積分の不等式への応用 

 

A 問題 
 

③14-A-1 

 定積分を用いて，次の不等式を証明せよ。ただし n は 2 以上の自然数とする。 

 
( ) lolo gg

1 1
n 1 1

2 3

1
1 n

n
+ <+ + ++ < + 

 

 

 

 

 

B 問題 
 

③14-B-1 

 

 

 

 

 

 

③14-B-2 
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③14-B-3 

 
 

 

 

 

 

 

③14-B-4 

 ，  とする。  

であることを示し，  を求めよ。  









 

③14-B-5 

  とするとき，  を満たす自然数は  

である。  

 

  



 

YAWARAKA！数学 ふつうのテキスト③第 14 章 93 

C 問題 
 

③14-C-1 

 

  

 

 

 

 

③14-C-2 

 

 

 

 

 

 

③14-C-3 

  ，  はともに区間 で定義された連続な関数とする。このと  

 き，  を任意の実数として を考えることにより，次の不等式が成  

 立することを示せ。  

           

 また，等号はいかなるときに成立するかを述べよ。  
   は区間 で定義された連続関数で  

    ，および  

 を満たしている。このとき， を求めよ。  

 

  



 

YAWARAKA！数学 ふつうのテキスト③第 14 章 94 

 

練習用問題 
 

③14-C-4 

 

 

 

 

 

 

③14-C-5 

 
 

 

 

 

 

③14-C-6 
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第 15 章 微分方程式 
《学習項目》 
・微分方程式 

 （変数分離型，同次型など） 

 

A 問題 
 

③15-A-1 

 

 a   

      

 

③15-A-2 

 

 a   
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B 問題 
 

③15-B-1 

 

 

 

 

 

 

③15-B-2 

 
 

 

 

 

 

③15-B-3 
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C 問題 
 

③15-C-1 

 

 

 

 

 

 

③15-C-2 
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第 16 章 有名曲線 
《学習項目》有名曲線を通した微分積分総合演習 
 

B 問題 
 

③16-B-1 

 曲線 と 軸および直線  とで囲まれる部分の面積 を求  

めよ。  

 

 

 

 

③16-B-2 

 次の曲線の長さを求めよ。 では とする。  
  ，   

    

 

 

 

 

③16-B-3 

  とする。 ，  について，次の問いに答えよ。  

（  ）曲線で囲まれる部分の面積を求めよ。  
（  ）曲線で囲まれる部分を  軸の周りに 回転させてできる回転体の体積を求めよ。  

 

 

 

 

③16-B-4 

 曲線 で囲まれる図形で囲まれる部分の面積 を求  

めよ。  
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③16-B-5 

 座標平面上を運動する点 がある。点 は点  ， を出発して，曲線  

上を毎秒 の速さで動いている。点 の 秒後の座標を で表すとき，  

，  を求めよ。  

 

 

 

 

③16-B-6 

  とする。媒介変数 で表された曲線 を とする。  

曲線 で囲まれた部分を 軸の周りに 回転して得られる図形の体積を求めよ。  

 

 

 

 

③16-B-7 

  とする。長さ のひもの一方の端が半径 の円 上の点   

に固定してあり，その円に時計回りに巻きつけてある。このひもをピンと伸ばしながら円  
からはずしていくとき，ひもの他方の端 が描く曲線の長さを求めよ。  

 

 

 

 

③16-B-8 

 円 ：  の内側を半径 の円 が滑らずに転がる。時刻 において は点  

で に接している。  
  時刻 において点  ， にあった 上の点 の時刻 における座標  

 を求めよ。  とする。  

   の範囲で点 の描く曲線の長さを求めよ。  
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③16-B-9 

  平面上に原点 を中心とする半径 の円 がある。半径  は自然数 の円  

が  に外接しながらすべることなく反時計回りに転がるとき，  上の点 の軌跡を考え  

る。ただし，最初 は点  ， に一致していたとする。  

   を端点とし の中心を通る半直線が 軸の正の向きとなす角が  となるときの  

  の座標を と  で表せ。  

   が初めて に戻るまでの の軌跡の長さ を求めよ。  

   で求めた に対し，  を求めよ。  

 

 

 

 

③16-B-10 

 曲線 と 軸で囲まれた図形で，  軸の上側にある部分の面積を  

軸に近い方から順に ， ，……， ，…… とするとき，  を求めよ。  

 

 

 

 

 

 

C 問題 
 

③16-C-1 

 次の極限値を求めよ。  
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入れ忘れ問題 
③16-C-2 

 関数 について，次の問いに答えよ。  

   となる を求めよ。  
   となる を求めよ。  
   の最大値を求めよ。  

 

 

 

 

③16-C-3 

 半径 の円に内接する正 角形が 平面上  

にある。 つの辺 が 軸に含まれている  

状態から始めて，正 角形を図のように 軸  
上をすべらないように転がし，再び点 が  
軸に含まれる状態まで続ける。  

点 が描く軌跡の長さを とする。  
   を求めよ。       

   を求めよ。  

 

 

 

 

③16-C-4 

  平面上において，  軸上に中心をもつ半径 の円  

が，放物線 と図のように，点 と点 で接し  

ているとする。線分 と円弧 とで囲まれた部分  
 図の斜線部分 を 軸の周りに 回転して得られる回  

転体の体積を求めよ。ただし，  とする。  
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③16-C-5 

 右の図のように，底円の半径 ，高さ の直円柱  

がある。底円の直径 上に点 を   となる  

ように選び，底円の周上に  点  ， を線分 が  
点 を通り，かつ    となるように選ぶ。  
さらに，この直円柱上に点 を，  ＝ かつ  
  となるように選ぶ。  点  ，  ， を通る  
平面  でこの直円柱を切るとき，平面  の下側にある  
部分の体積を求めよ。  

 

 

 

 

 

③16-C-6 

 ，  を正の実数とする。空間内の 点  ，  を通る直線を  とし，  

直線  を 軸の周りに 回転して得られる図形を とする。  
   座標の値が であるような直線  上の点 の座標を求めよ。  
  図形 と つの平面 と で囲まれた立体の体積を求めよ。  

 

 

 

 

 

③16-C-7 

  空間に 点 ， ，  をとる。  
   を を満たす実数とするとき，平面 と の交わりに現れる線分  
 の つの端点の座標を求めよ。  
   を 軸の周りに回転して得られる回転体の体積を求めよ。  
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